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◆ 三河地域に「知財相談窓口」を開設しました 

愛知県では、三河地域での相談者の利便性向上

を図るため、知的財産専門の相談窓口を愛知県知

財総合支援協議会（公益財団法人あいち産業振興

機構・一般社団法人愛知県発明協会）との共同で、

平成 26 年４月から新たに愛知県東三河総局（豊

橋市）とあいち産業科学技術総合センター産業技

術センター（刈谷市）に開設しました（隔週１回）。 

知的財産の専門知識を有する愛知県知財総合

支援協議会の相談員が、初歩的な知的財産制度の

説明から、先行技術調査、電子出願等の手続支援

等の相談や、知的財産に関する各種支援施策の紹

介を無料で行っております。 

○設置場所 

【東三河窓口】 

愛知県東三河総局（企画調整部産業労働課） 

 （豊橋市八町通 5－4） 

【西三河窓口】 

あいち産業科学技術総合センター 産業技術

センター（刈谷市恩田町 1－157－1） 

○相談日時※  

10：00～12：00、13：00～16：00 

 ・東三河窓口 第１、第３、第５水曜 

 ・西三河窓口 第２、第４、第５水曜 

 ※当該日が祝日の場合は、翌日開設。 

○相談方法 

事前申込制です。相談日の 1週間前までに電話、

FAX 等で、以下のいずれかの機関まで、ご予約く

ださい。 

・公益財団法人あいち産業振興機構  

電話 052-462-1134 FAX 052-462-1154 

・一般社団法人愛知県発明協会 

電話 052-223-6765 FAX 052-265-7779 

 

◆ 依頼試験手数料および愛知県技術開発交流センター使用料の額が改定されました  

あいち産業科学技術総合センターでは、消費税

法等の一部改正により、平成 26 年 4 月 1 日から

依頼試験手数料の額（一部据置）および技術開発

交流センターにおける使用料の額を改定させて

いただきました。 

消費税率の引上げに伴う手数料の改定につい

て、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

【依頼試験手数料の額の改定例】 

(1) 包装試験（振動試験） 1 試験につき 

旧手数料 10,000 円、 改定額 10,200 円 

(2) 加速腐食試験（複合サイクル）1 時間につき 

旧手数料 700 円、 改定額 700 円（据置） 

【技術開発交流センター使用料の額の改定例】 

(1) 会場使用料（交流ホール） 9:00-12:00 

旧手数料 9,700 円、 改定額 9,900 円 

(2) 試験機器等の光熱水費（電気） 

旧手数料 35 円/KWH、 改定額 36 円/KWH 

【改定時期】 

平成 26 年 4 月 1 日以降の受付分より適用して

います。 

詳しくは、下記のＵＲＬ（共同研究支援部・各

技術センター）をご覧ください。 

 

●依頼試験手数料については http://www.aichi-inst.jp/analytical/request/list/ 

問合せ先：あいち産業科学技術総合センター 管理部管理課 電話：0561-76-8301 

●技術開発交流センターにおける使用料については http://www.aichi-inst.jp/kouryu/price/ 

問合せ先：愛知県技術開発交流センター 電話：0566-24-1841 

●詳しくは http://www.pref.aichi.jp/0000070279.html 

●問合せ先 愛知県産業労働部産業科学技術課 技術振興第二グループ 

 電話 052-954-6370 FAX 052-954-6977 
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